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川の水位情報（危機管理型水位計運用システム）

クリック

拡大

水位計アイコン
をクリック

水位計アイコン
をクリック

https://k.river.go.jp/

アイコンを選択して河川横断図、
水位グラフへの切り替え可能

【河川横断図アイコン】

アイコンを選択すると、河川横断図が表示されます。河川
部分に水面の位置と堤防天端高からの高さが表示されま
す。水面の位置は、青い点線で横断図上に表示されます
ので、河川横断図を左右にスクロールすると、付近の地盤
高と水面の位置関係を確認出来ます。
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

平成３０年７月４日

国土交通省北海道開発局

留萌開発建設部

北海道開発局ホームページへはこちらから。

「平成３０年７月２日からの大雨による
留萌川流域での出水」

【速報版】

※ 本速報に記載されている数値や図表は平成３０年７月４日現在の速報値であり、今後、変更とな
る可能性があります。
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留萌川水系 留萌川流域の雨量状況

■留萌川では、７月２日からの大雨の影響により、留萌川流域で激しい雨が降りました。流域の幌
糠雨量観測所では１時間に20mmを観測しました。

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

平成30年7月3日 ２時３５分

る もい

ぬか

ほろ

平成30年7月3日 ５時００分
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水位流量観測所： 幌糠

雨量観測所： 幌糠

水防団待機水位

はん濫注意水位

計画高水位

避難判断水位

はん濫危険水位

最高水位 19.94m

幌糠地点総雨量Σ＝145mm

る も いる も い
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留萌川水系 留萌川流域の水位状況

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

凡 例
●：はん濫危険水位超過
●：はん濫注意水位超過

留萌河口観測所

大和田観測所

幌糠観測所 峠下観測所

■ 平成３０年７月２日からの大雨により、留萌川の水位観測所全４箇所の内、はん濫危険水位超
過１観測所、はん濫注意水位超過３観測所となり、全ての水位観測所において基準水位を上回り
ました。

【基準水位を超過した観測所】
●はん濫危険水位超過：１観測所

（幌糠観測所）
●はん濫注意水位超過：３観測所

（留萌河口、大和田、峠下観測所）

留萌川

留萌川

峠下観測所地点

る もい

留萌川

留萌川

大和田観測所地点

幌糠観測所地点

る も いる も い

るもいかこう

おおわだ

とうげした
ほろぬか
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留萌川水系 留萌川流域の出水状況

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

■ 平成３０年７月２日からの大雨により、留萌川の峠下地区では水田の一部に浸水（面積0.7ha）
が発生しました。また、留萌川の各地点においても河川の水位が上昇しましたが、これまで進め
てきた河川整 備や洪水調節施設によって出水時の水位低下等を図れることができました。

留萌川

る もい

る も いる も い

栄萌橋上流地点

留萌川

留萌川

留萌川河口上流地点 留萌川

留萌川

留萌川

浸水箇所
浸水面積 0.7ha

写真②峠下地区 写真①峠下地区

塩州橋地点
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排水機場稼働なし 今回実績

※本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。

東雲排水機場

高砂排水機場

東雲排水機場

※4m3/秒は、１秒間にドラム缶20本分相当

現況の排水機場の位置図

高砂排水機場が無かった場合の浸水想定範囲 東雲排水機場が無かった場合の浸水想定範囲

高砂排水機場

排水機場の概要

■留萌川では、昭和56年8月洪水及び昭和63年8月洪水による留萌市街地の内水氾濫被害を受け、高砂排水機場（昭和
61年完成）、東雲排水機場（平成13年完成）を整備しました。
■平成30年7月3日の出水により、高砂排水機場が約7時間稼働、東雲排水機場が約13時間稼働し、２機場合わせて約20
万m3の内水排除を実施、仮に排水機場が無い場合、約390haの市街地が浸水したと想定されます。

浸水想定面積(ha)

被害軽減

浸水想定範囲
A=40ha

浸水想定範囲
A=350ha

治水事業の効果（留萌川の排水機場による被害軽減効果）

たか さご

しの のめ

留萌川

留萌川

しの のめ

たか さご

る もいる もい

る も い

計画排水量 4m3/秒

計画排水量 4m3/秒

H30.7.2東雲排水機場

H30.7.2高砂排水機場
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ダム整備が効果を発揮（北海道 留萌ダム）（国管理）

る も い
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○平成３０年７月２日からの大雨による出水により、留萌ダムにおいては、洪水量を超える流入量を観測。

○留萌ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の留萌市（幌糠観測地点）では、約1．0ｍの水位低減

することができたと想定されます。仮にダムが無い場合、下流の藤山地区において、面積21ha、家屋6戸が浸水したと想

定されます。

位置図
留萌ダムの防災操作

時
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幌糠水位観測所付近留萌ダム貯水状況

防災操作によってダ
ムに貯めた水量

約174万m3

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

幌糠水位観測所

留萌ダム

チバベリ川

ダムがなかった場合の
想定水位 20.98m

実績水位 19.94m

N

留萌川

チバベリ川
流域平均時間雨量

流域平均累計雨量

貯水位 (m)
流入量(m3/s)
放流量(m3/s)

   流 込 ⽔ 貯  
急激な川の増⽔を抑えました。

７月２日～

貯
水

位
(
m
)

12

14

16

18

20

22

24 ダムが無い場合の
想定水位 20.98m

実績水位
19.94m

▽計画高水位H=20.98m

約1.0mの水位低減

防災操作開始
EL=41.51m

７/２ 11:00 ～ ７/３ 9:00
流域総雨量 128.5 mm 
（ダム流域平均）

幌糠水位観測所地点

７月３日３時０0分
ダムへ流れ込んできた最⼤水量

約１２４m3/s

▽はん濫危険水位H=19.30m

下流の増水をピーク時で
約120m3/s抑えました。

▽はん濫注意水位H=18.10m

▽水防団待機水位H=17.00m

る もい

ほろぬか
る もい
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○土砂災害・洪水災害に対する「行動マニュアル」の整備を行い、広報活動・避難誘導活動
等の効率化を図る。
○電波不感地帯の調査を行うとともに情報伝達方法に関して検討する必要がある。

≪良かった点≫
○留萌消防本部では、各警報時に災害情報の共有を目的として消防職員・消防団員に対して、メー
ル配信を行っているが、この取組により災害時における消防職員・消防団員の招集、出動がスムー
ズに行われた。

≪課題≫
○災害が複数箇所で発生したことで、消防本部での情報収集・掌握が難しくなり、作業効率に支障
を生じた。

○災害現場での連絡体制は消防デジタル無線と携帯電話が主な情報伝達手段であるが、管
轄区域内に携帯電話の電波不感地帯があった。

平成30年7月豪雨による出水を踏まえた留萌川における対応

○ 平成30年7月豪雨による洪水時の対応について、河川管理者、水防管理者（留萌市）、消防等
による振り返りを行い、課題及び対応策等について共有。

良かった点や課題

上記に対する対応策等

別紙２
-10-



避難誘導状況
（留萌市藤山地区）

浸水の様子
（留萌市藤山地区）

パトロール
（留萌市藤山地区）

平成30年7月豪雨による出水を踏まえた留萌川における対応

藤山地区（パトロール，
警報広報，避難誘導）

幌糠地区（パトロール，
警報広報）

南町（パトロール，
警報広報）

市内図（主な活動場所）

留萌市

← 留萌川
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水害リスクラインによる水位情報の提供

概ね２００ｍごとに計算した水位と、堤防の高さとの比較した危険度を表示する「水害リスク
ライン」により、災害の切迫感をわかりやすく伝える取組を推進

現⾏ 洪⽔予報 危険度 表⽰ ⽔害       活⽤  洪⽔予報 危険度 表⽰

観測所水位
（ポップアップ）

観測所水位
（ポップアップ）

浸水想定区域図
（スクロール拡大）

カメラ画像
（ポップアップ）

⽔位観測所の⽔位で代表して、
⼀連区間 危険度 表⽰

左右岸別 上下流連続的 地先   危険度 表⽰

○本出水期から、１０水系において市町村等向けに提供開始（６月中旬頃を予定）。順次、対象水系を拡大し、本年
度中を目途に、国が管理する全１０９水系で運用を開始する予定。
【提供を開始する水系（予定）】北海道：留萌川、東北：赤川、関東：荒川、北陸：小矢部川、中部：鈴鹿川、

近畿：由良川、 中国：高梁川、四国：肱川、九州：山国川、川内川
○一般向けの提供は８月中旬頃に開始予定。それまでの間、試験的に機能を限定して配信予定。

表⽰イメージ
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http://www.mlit.go.jp/river/risp/index.html

上記URLより「住民自らの行動に結びつく水害

・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェ
クト」のホームページにアクセス出来ます

-20-



○大規模氾濫減災協議会の取り組み方針並びに緊急行動計画に基づき、「令和2年度までに、長期にわたり浸
水が継続する地域などにおいて、排水計画を作成」するものとする。

○『排水作業準備計画』は、実際の洪水時に、氾濫状況に応じて、排水作業の進め方を検討・決定する上で必
要な基礎資料を事前に準備し整理しておくもの。

○排水計画における詳細事項について、行動計画を設定しておくことで、実際の排水活動が迅速かつ効率的に
実施することを目的とする。

○『排水作業準備計画』は協議会等の場を通じて関係者間で共有するとともに、本資料により訓練を実施する。

排水作業準備計画の作成

長時間続く洪水、広範囲にわたる浸水被害から地域を守るための水防活動・復旧に関する取組
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〇排水地点の設定
各氾濫ブロックにおいて最も効率的に排水が可能となる地点を検討。

○アクセスルート検討
最大想定規模・単独氾濫ブロックの浸水を考慮してアクセスルートを設定。

〇排水ポンプ車の配置検討
排水作業を行う際の設備配置について検討。

■具体的な取り組み内容

長時間続く洪水、広範囲にわたる浸水被害から地域を守るための水防活動・復旧に関する取組

H30年度検討箇所
（雄信内市街地）H30年度検討箇所

（天塩町市街地）

R1年度検討箇所
（雄信内市街地）

H29年度検討箇所
（問寒別市街地） 雄信内市街部

下雄信内樋門

(周辺よりも地盤が低い)

図 排水地点の設定

図 配置検討
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■具体的な取り組み内容

長時間続く洪水、広範囲にわたる浸水被害から地域を守るための水防活動・復旧に関する取組

H30年度検討箇所
（留萌市街地_左岸）

R1年度検討箇所
（藤山上流地区）

H30年度検討箇所
（留萌市街地_右岸）

図 排水地点の設定

右岸 川北1号樋門

(下流側排水地点)

右岸 東雲1号樋門

(上流側排水地点)

国道232号線

図 配置検討

国道232号を境に排水域が分断されるため、右岸側の
排水地点は2箇所設定した。

左岸 高砂樋門

(周辺よりも地盤が低い)
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■排水地点の検討

長時間続く洪水、広範囲にわたる浸水被害から地域を守るための水防活動・復旧に関する取組

・最大規模の浸水想定を基に、効率的に排水が可能な位置をブ
ロックごとに検討する。
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■アクセスルートの検討(雄信内市街地の場合)

長時間続く洪水、広範囲にわたる浸水被害から地域を守るための水防活動・復旧に関する取組

主要アクセス
ルート(実線)

代替アクセス
ルート(破線)

・アクセスルートは上下流両方からの接続を確保する。
・緊急時は不測の事態により主要アクセスルートの通行が困難となる場合も

考慮し、代替ルートや迂回ルートなど複数のアクセスルートを設定。
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発表区間名 観測所名 配信市区町村名 新旧 レベル４の件名 レベル４の本文 レベル５破堤の件名 レベル５破堤の本文 レベル５越水の件名 レベル５越水の本文

新 河川氾濫のおそれ

警戒レベル４相当

こちらは国土交通省北海道開発局
です

内容：天塩川の天塩大橋（天塩郡
幌延町）付近で水位が上昇し、避
難勧告等の目安となる氾濫危険
水位に到達しました

行動要請：防災無線、テレビ等で
自治体の情報を確認し、各自安全
確保を図るなど適切な防災行動を
とってください

本通知は、浸水のおそれのある市
町村に配信しており、対象地域周
辺でも受信する場合があります

河川氾濫発生

警戒レベル５相当

こちらは国土交通省北海道開発局
です

内容：天塩川の天塩郡幌延町下コ
クネップ地先（右岸、北東側）付近で
堤防が壊れ、河川の水が大量に溢
れ出ています

行動要請：防災無線、テレビ等で自
治体の情報を確認し、命を守るため
の適切な防災行動をとってください

本通知は、浸水のおそれのある市
町村に配信しており、対象地域周辺
でも受信する場合があります

河川氾濫発生

警戒レベル５相当

こちらは国土交通省北海道開発
局です

内容：天塩川の天塩郡幌延町下
コクネップ地先（右岸、北東側）付
近で河川の水が堤防を越えて流
れ出ています

行動要請：防災無線、テレビ等で
自治体の情報を確認し、命を守る
ための適切な防災行動をとってく
ださい

本通知は、浸水のおそれのある
市町村に配信しており、対象地域
周辺でも受信する場合があります

旧 河川氾濫のおそれ

天塩川の天塩大橋（天塩郡幌延
町）付近で水位が上昇し、避難勧
告等の目安となる「氾濫危険水
位」に到達しました。堤防が壊れる
などにより浸水のおそれがありま
す。
防災無線、テレビ等で自治体の情
報を確認し、各自安全確保を図る
など適切な防災行動をとってくださ
い。
本通知は、北海道開発局留萌開
発建設部より浸水のおそれのある
市町村に配信しており、対象地域
周辺においても受信する場合があ
ります。

河川氾濫発生

天塩川の天塩郡幌延町下コクネッ
プ地先46.0k（右岸、北東側）付近で
堤防が壊れ、河川の水が大量に溢
れ出しています。
防災無線、テレビ等で自治体の情
報を確認し、各自安全確保を図るな
ど適切な防災行動をとってください。
本通知は、北海道開発局留萌開発
建設部より浸水のおそれのある市
町村に配信しており、対象地域周辺
においても受信する場合がありま
す。

河川氾濫発生

天塩川の天塩郡幌延町下コク
ネップ地先46.0k（右岸、北東側）
付近で河川の水が堤防を越えて
流れ出ています。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとって
ください。
本通知は、北海道開発局留萌開
発建設部より浸水のおそれのあ
る市町村に配信しており、対象地
域周辺においても受信する場合
があります。

　プッシュ型配信メール文の変更

天塩川 天塩大橋 北海道　天塩郡　天塩町
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発表区間名 観測所名 配信市区町村名 新旧 レベル４の件名 レベル４の本文 レベル５破堤の件名 レベル５破堤の本文 レベル５越水の件名 レベル５越水の本文

　プッシュ型配信メール文の変更

新 河川氾濫のおそれ

警戒レベル４相当

こちらは国土交通省北海道開発局
です

内容：留萌川の幌糠（留萌市）付
近で水位が上昇し、避難勧告等の
目安となる氾濫危険水位に到達し
ました

行動要請：防災無線、テレビ等で
自治体の情報を確認し、各自安全
確保を図るなど適切な防災行動を
とってください

本通知は、浸水のおそれのある市
町村に配信しており、対象地域周
辺でも受信する場合があります

河川氾濫発生

警戒レベル５相当

こちらは国土交通省北海道開発局
です

内容：留萌川の留萌市大和田町地
先（左岸、南東側）付近で堤防が壊
れ、河川の水が大量に溢れ出てい
ます

行動要請：防災無線、テレビ等で自
治体の情報を確認し、命を守るため
の適切な防災行動をとってください

本通知は、浸水のおそれのある市
町村に配信しており、対象地域周辺
でも受信する場合があります

河川氾濫発生

警戒レベル５相当

こちらは国土交通省北海道開発
局です

内容：留萌川の留萌市大和田町
地先（左岸、南東側）付近で河川
の水が堤防を越えて流れ出てい
ます

行動要請：防災無線、テレビ等で
自治体の情報を確認し、命を守る
ための適切な防災行動をとってく
ださい

本通知は、浸水のおそれのある
市町村に配信しており、対象地域
周辺でも受信する場合があります

旧 河川氾濫のおそれ

留萌川の幌糠（留萌市）付近で水
位が上昇し、避難勧告等の目安と
なる「氾濫危険水位」に到達しまし
た。堤防が壊れるなどにより浸水
のおそれがあります。
防災無線、テレビ等で自治体の情
報を確認し、各自安全確保を図る
など適切な防災行動をとってくださ
い。
本通知は、北海道開発局留萌開
発建設部より浸水のおそれのある
市町村に配信しており、対象地域
周辺においても受信する場合があ
ります。

河川氾濫発生

留萌川の留萌市大和田町地先
10.8k（左岸、南東側）付近で堤防が
壊れ、河川の水が大量に溢れ出し
ています。
防災無線、テレビ等で自治体の情
報を確認し、各自安全確保を図るな
ど適切な防災行動をとってください。
本通知は、北海道開発局留萌開発
建設部より浸水のおそれのある市
町村に配信しており、対象地域周辺
においても受信する場合がありま
す。

河川氾濫発生

留萌川の留萌市大和田町地先
10.8k（左岸、南東側）付近で河川
の水が堤防を越えて流れ出てい
ます。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとって
ください。
本通知は、北海道開発局留萌開
発建設部より浸水のおそれのあ
る市町村に配信しており、対象地
域周辺においても受信する場合
があります。

留萌川 幌糠 北海道　留萌市
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自治体支援①-１ 現地情報連絡員（リエゾン）派遣【北海道開発局】 北 海 道 開 発 局

■ リエゾンの定義
自治体等において、重大な災害が発生し、又は恐れがある場合に、自治体及び北海道開発局相互の各種災害情報や自

治体の支援要望等について、迅速な情報収集・提供を目的として派遣する「現地情報連絡員(リエゾン)」。
派遣に当たっては、留萌開発建設部が先導的・主体的に自治体に派遣する。

※リエゾン（Liaison）：「つなぐ」という意味のフランス語
■ リエゾン業務・活動内容

・自治体の『災害情報、一般被害情報（人的被害・住家被害等）、応急対策活動情報等』の情報収集
・北海道開発局（留萌開発建設部が主）の『所管施設の被災情報、国道通行規制情報、災害対応状況等』の情報提供
・自治体の『災害対策用機械・資機材等の支援活動』の連絡調整

■ 自治体への要望
リエゾン派遣に伴い、作業スペースの確保等の必要最小限の協力を依頼。

礼文町災害対策本部会議に出席 弟子屈町 災害対策本部会議に出席

■ 全道リエゾン派遣状況 （平成２８年度：４４３人・日、平成２９年度：１３２人・日、平成３０年度：８７４人・日）

オホーツク総合振興局
災害対策本部会議に出席-79-



自治体支援①-２ 現地情報連絡員（リエゾン）派遣【留萌開発建設部】 北 海 道 開 発 局

■ 平成３１年度 留萌開発建設部におけるリエゾン体制
留萌開発建設部の全事務所等（本部、留萌開発事務所、留萌港湾事務所、羽幌道路事務所、幌延河川事務所、天塩農業開

発事業所）において、平成２７年４月は５１名の派遣体制を整備していたが、同年１０月２日の低気圧災を契機に留萌管内の自治
体に迅速かつ円滑に派遣できるよう大幅な増員を図り、平成30年度程度の総勢１４３名（平成３１年４月１日現在）をリエゾン登録
する予定である。

■ 平成３０年度 留萌開発建設部の派遣実績
１．平成３０年７月３日（火） 前線通過に伴う大雨 ２機関、４名派遣

留萌振興局（２名）、 留萌市（２名）

留萌市役所の打合わせに出席

0

1

2

3

4

5

6

7

8

留萌振興局 留萌市 増毛町 小平町 苫前町 羽幌町 初山別村 遠別町 天塩町

実
人
数
（
名
）

管内リエゾン派遣人数（H26～30）

H26 H27 H28 H29 H30
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平成30年度 北海道開発局情報連絡員（リエゾン）派遣状況
平成30年4月～

平成31年3月

留萌市

留萌振興局

滝川市

石狩市

函館市

渡島総合振興局

上川総合振興局

三笠市

胆振総合振興局

むかわ町

十勝総合振興局

平成30年度リエゾン派遣状況 H31.3.31現在

派遣機関数 ４４機関

派遣者数 のべ８７４人・日

厚真町
安平町

苫小牧市

千歳市

恵庭市

北広島市

江別市

札幌市
札幌市消防局

北海道
札幌建設管理部（道）

石狩振興局

新篠津村

登別市

岩見沢市
南幌町

由仁町
長沼町

栗山町

平取町

日高町

新ひだか町

日高振興局

宗谷総合振興局

遠軽町

空知総合振興局

沼田町
東川町

深川市妹背牛町

蘭越町

厚真町

胆振東部地震
H30.9.6-10.15のべ341人・日
H31.2.22         のべ2人・日

むかわ町

胆振東部地震
H30.9.6-10.9 のべ92人・日
H31.2.22        のべ2人・日

安平町

胆振東部地震
H30.9.6-10.9 のべ110人・日
H31.2.22        のべ2人・日

遠軽町

低気圧に伴う大雨
H30.7.4-5  のべ4人・日

上川総合振興局

低気圧に伴う大雨
H30.7.5  のべ2人・日
胆振東部地震
H30.9.7 のべ2人･日

滝川市

低気圧に伴う大雨
H30.7.3-4  のべ4人・日

北海道

胆振東部地震

H30.9.6-28 のべ54人・日
H31.2.21-22,25 のべ5人・日

石狩振興局

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ4人・日
H31.2.21-22 のべ4人・日

渡島総合振興局

胆振東部地震
H30.9.6 のべ2人・日

宗谷総合振興局

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ4人・日

札幌市

胆振東部地震
H30.9.6-9 のべ7人・日

石狩市

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ4人・日

岩見沢市

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ5人・日

北広島市

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ6人・日

江別市

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ6人・日

恵庭市

胆振東部地震
H30.9.6-8 のべ8人・日

千歳市

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ5人・日
H30.2.21  のべ2人・日

三笠市

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ6人・日

函館市

胆振東部地震
H30.9.6 のべ2人・日

苫小牧市

胆振東部地震
H30.9.6-16 のべ31人・日

登別市

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ5人・日

長沼町

胆振東部地震
H30.9.6 のべ2人・日

南幌町

胆振東部地震
H30.9.6 のべ4人・日

由仁町

胆振東部地震
H30.9.6 のべ4人・日

栗山町

胆振東部地震
H30.9.6 のべ4人・日

新篠津村

胆振東部地震
H30.9.6 のべ2人・日

沼田町

低気圧に伴う大雨
H30.7.3-4  のべ4人・日

東川町

低気圧に伴う大雨
H30.7.3-4  のべ4人・日

深川市

低気圧に伴う大雨
H30.7.3-4  のべ5人・日

妹背牛町

低気圧に伴う大雨
H30.7.3  のべ2人・日

蘭越町

低気圧に伴う大雨
H30.7.5  のべ2人・日

留萌市

低気圧に伴う大雨
H30.7.3  のべ2人・日

留萌振興局

低気圧に伴う大雨
H30.7.3  のべ2人・日

空知総合振興局

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ5人・日

胆振総合振興局

胆振東部地震
H30.9.6-10.15 のべ42人・日
H31.2.21-22     のべ3人・日

日高振興局

胆振東部地震
H30.9.6-7   のべ2人・日

十勝総合振興局

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ6人・日

平取町

胆振東部地震
H30.9.6-8 10.5 のべ7人・日

日高町

胆振東部地震
H30.9.6-16 のべ19人・日

安平町・むかわ町

胆振東部地震
H30.10.10-12.15 のべ8人・日

新ひだか町

胆振東部地震
H30.9.6-7   のべ4人・日

ｵﾎｰﾂｸ総合振興局

胆振東部地震
H30.9.6-7  のべ4人・日

古平町

断水支援
H31.3.22-27  のべ7人・日

札幌建設管理部

胆振東部地震
H30.9.6  のべ2人・日

札幌市消防局

胆振東部地震
H30.9.6-7 のべ3人・日
H31.2.21-22 のべ4人・日

ｵﾎｰﾂｸ総合振興局

古平町
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■ TEC-FORCEの活動状況（平成３０年度）

【①西日本を中心とした豪雨による被災箇所の調査】

◇留萌開発建設部の派遣人員：のべ２４人・日 （7/16～7/21）

◇調査場所： 広島県呉市倉橋島

◇調査概要：土砂災害危険箇所の緊急点検

自治体支援② TEC-FORCE派遣【留萌開発建設部】

■ 大規模自然災害が発生した場合、被災地を管轄する地方公共団体や地方整備局等が行う、被災状況の迅速な把握、被害

の発生及び拡大防止、被災地の早期復旧その他災害応急対策に必要な技術的支援を円滑かつ迅速に実施するためにＴＥＣ

－ＦＯＲＣＥ※（緊急災害派遣隊）を派遣している。 ※ Technical  Emergency  Control  Force

厚真町での現地調査状況

広島県呉市での緊急点検状況

【②北海道胆振東部地震による被災箇所の調査】

◇留萌開発建設部の派遣人員：のべ６０人・日 （９/７～９/１２）

◇調査場所： 北海道厚真町

◇調査概要：現地調査等

（上記にける被災箇所調査以外の支援活動）

◇河道閉塞復旧作業の機械調整活動

（各地整のバックホウ及び照明車による作業）

◇給水支援のための連絡調整活動（支援業者等との連絡調整）
被災状況（厚真町吉野地区）
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三笠市

江別市

長沼町

恵庭市

千歳市
安平町

苫小牧市

厚真町
むかわ町

日高町

日高町

札幌市

室蘭市

【三笠市】
被災状況調査(河川・砂防・道路)

○ 各地整（近畿・沖縄を除く７地整）からTEC-FORCE のべ1,887名が集結し、自治体所管施設の被災状
況調査や給水支援等を実施。

【日高町】
給水支援

【江別市】
被災状況調査(道路)

【長沼町】
被災状況調査(河川・砂防)

【むかわ町】
被災状況調査(河川・砂防・道路)
橋梁点検

【厚真町】
被災状況調査(河川・砂防・道路)
橋梁点検、給水支援

【安平町】
被災状況調査(河川・砂防・道路)
被災建築物調査、橋梁点検、給水支援

【室蘭開発建設部】
災害対策本部

【北海道開発局】
災害対策本部
TEC-FORCE総合司令部

【恵庭市】
被災状況調査(砂防・道路)

【苫東中央管理ST】
TEC-FORCE前線基地

【千歳市】
被災状況調査(河川・砂防・道路)

【苫小牧河川事務所】
TEC-FORCE河川第２基地

【札幌開発建設部】
災害対策本部
TEC-FORCE河川調査前線基地

※平成30年10月13日をもって派遣終了

▲防災ヘリによる被災状況調査 ▲全国のTEC-FORCEが集結 ▲自治体所管施設の被災状況調査 ▲被災調査報告書の手交（厚真町）

【厚真町】
現地対策本部

北海道胆振東部地震時におけるTEC-FORCE派遣箇所図
北 海 道 開 発 局
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災害発生時の対応や支援 【災害対策用機械】

■ 北海道開発局では、災害時の緊急対応や情報通信の確保のための各種機材を全道各地に配備しており、災害時には
速やかに出動し被害の最小化を図っています。

■ これら機材は自治体の要請に基づき貸与することが可能です。
■ 大規模災害時には全国の地方整備局から機材が集結し支援を行います。

●地方自治体等への貸与

・最寄りの開発建設部又は道路・河川事務所へ、「被災状況」
「出動場所」「要請希望機械」等をお伝え下さい。

・機械のみの貸出を希望か、オペレーターを含めての貸出を
希望かも同時にお伝え下さい。

・災害対策用機械は無償貸与ですが、作業に必要な人員・燃
料等の最低限の実費は要請者の負担となります。

災害発生！

●配備状況

■北海道開発局では、地震、水害、及
び火山噴火等による様々な災害から
国民の生活と財産を守るために各種
の災 害対策用機械を保有し、道内の
みならず全国に出動出来るようにして
います。

北 海 道 開 発 局

北海道開発局 1 1

道央ブロック
札幌、小樽、室蘭

1 1 1 2 1 2 11 2 6 1 1 1 2 1 33

道南ブロック
函館

1 1 2  1  1  6

道東ブロック
釧路、帯広、網走（一部）

1 2 1 1 9 2 4 1 1 22

道北ブロック
旭川、留萌、稚内、網走（一部）

1 2 1 1 7 1 4 1 1 1 20

計 1 1 1 4 6 3 5 29 5 15 3 3 1 1 2 2 82
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災害発生時の対応や支援 【災害対策用機械の派遣】

衛星通信車土のう造成機

小形無人ヘリコプター 対策本部車 応急組立橋

災害対策用機械の活動状況

■北海道開発局では、地震、水害、及び火山噴火等による様々な災害から国民の生活と財産を守るために各種の災
害対策用機械を保有し、道内のみならず全国に出動出来るようにしています。

H22.8 低気圧による大雨（美唄市より要請）

給水車
排水ポンプ車

H23.3 東日本大震災への出動
（宮城県東松島市）

照明車

平成２２年８月大雨による天塩町での断水対応

北 海 道 開 発 局

-86-



自治体支援③－１ 災害対策用機械・資機材【留萌開発建設部】

■ 本機械は、洪水災害時において排水作業を行う機械です。排水ポンプ・発動発電機・照明装置・クレーン装置等を搭載して

おり、ポンプ設置から排水作業までの作業をこれ１台で行うことができます。台風等のシーズンには出動要請の多い機種の

一つです。

排 水 ポ ン プ 車 の 現 場 使 用 状 況 （ 名 寄 市 、 豊 頃 町 、 標 茶 町 ）

排 水 ポ ン プ 車 （ 30m3級／min ） 軽 量 ポ ン プ (7.5m3/台)

◇平成２９年2月 導入

◇幌延河川事務所に配備

（H31河川事務所構内に車庫

建設予定のため、現在は羽幌

道路事務所天塩除雪ステーシ

ョンに仮置きしている。）

-87-



自治体支援③－２ 災害対策用機械・資機材【留萌開発建設部】

■ 豪雨等による洪水時において、住民の安全や生活を確保するため、堤内に溢れた水を排除する資機材です。排水ポンプ車

とは異なり、自走不可、クレーン装置の装着はありませんが、排水ポンプ車と同様な高性能な小型ポンプを装備し、ポンプ設

置から排水作業までの作業を、発動発電機と一体で使用することで１台で行うことができます。

なお、能力は、一般的な排水ポンプ車（30m3級／min）の『1/3 （10m3級／min）の能力』があります。

◇留萌開発事務所、幌延河川事務所に配備

○排水ポンプパッケージ
全 幅：１．６ｍ
奥 行：１．２ｍ
全 高：１．５ｍ
質 量：６６０kg
排水能力：１０ｍ３／min
（ 排水ポンプ：５ｍ３／min×２台）
ポ ン プ：φ２００㎜、質量２４kg／台
揚 程：１０ｍ

設 置 状 況 ポ ン プ 投 入 状 況積 込 ・ 運 搬 状 況

○発動発電機
全 長：１．９ｍ
全 幅：０．９ｍ
全 高：１．２ｍ
質 量：１，０２５kg
定格出力：３７／４５kVA

（５０／６０Hz）
エンジン：ディーゼルエンジン
燃料タンク：１００Ｌ
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